
 
 

 

公益社団法人計測自動制御学会 

2016年度（平成28年度）事業計画書 
公益社団法人第6期 通算第55期 

2016年（平成28年）1月1日～12月31日 

 

 

 

目   次 

 
Ⅰ．事業計画の概要 

１． はじめに ........................................................................................ 1 

２． SICE中期事業計画（2015～2019年） ....................................... 1 

３． 各組織中期事業計画：3か年計画、単年度計画 ........................... 1 

４． 2016年度事業計画の実施と見直し ............................................... 1 

５． 2016年度事業計画の特記事項 ...................................................... 1 

 

Ⅱ．2016年度事業計画 

１． SICE中期事業計画（2015～2019年） ....................................... 3 

２． 中期目標達成の具体策と担当組織 ................................................ 5 

３． 3か年計画（2016年～2018年） ................................................. 9 

４． 単年度計画（2016年） ............................................................... 46 

 

® 

 
2016年（平成28年）2月 

 

 

公 益 社 団 法 人 計 測 自 動 制 御 学 会  

 

東京都文京区本郷一丁目35番28号－303 

電 話 （０３）３８１４－４１２１ 

ＦＡＸ （０３）３８１４－４６９９ 

ＵＲＬ http://www.sice.jp/ 

 
Copyright © 2014, 2015, 2016 The Society of Instrument and Control Engineers  All Rights Reserved. 

 
  



 

  



 

Ⅰ．事業計画の概要 
 

 

 

1．はじめに 
2016年度の事業計画は、2014年度に策定された第二次「SICE中期事業計画（2015～2019年）」の2年

度目として策定されました。 

「SICE中期事業計画（2015～2019年）」は、SICE中期ビジョン、それに基づく4つの柱、それぞれの柱

ごとの中期目標と2019年のあるべき姿に加え、中期目標のポイントと中期目標を達成するための具体策を定

常事業（基幹事業）と新規事業に分けて箇条書きにしたもので構成されています。 

 

2．SICE中期事業計画（2015～2019年） 

2014年度に策定された「SICE中期事業計画（2015～2019年）」は、2013年1月に制定された「SICE 

2013-2017年度5か年中期事業計画注1」をもとに、PDCAを回しながら実施状況を見直して策定し直した、

第二次5か年事業計画です。「SICE中期事業計画（2015～2019年）」の骨子は、これまでのビジョンとそれ

に基づく「4つの柱」を踏襲しており、引き続き新しい学会として変革し続けることを宣言しています。 

「SICE中期事業計画（2015～2019年）」を II-1に示します。 

また、「SICE中期事業計画（2015～2019年）」を4つの柱ごとにブレークダウンし、それぞれの具体策に

ついて担当する委員会、部門、支部を規定した「中期目標達成の具体策」をⅡ-2に示します。 

 

注1： SICE創立50周年を期に2012年度に立案・策定を進め、2013年1月に制定されたSICE初の

中期事業計画です。 

 

3．各組織中期事業計画：3か年計画、単年度計画 

「SICE中期事業計画（2015～2019年）」に定められた「中期目標達成の具体策」に従って、各委員会、

部門、支部ごとに「3か年計画（2016年〜2018年）」「単年度計画（2016年）」を策定しました。特にこの「単

年度計画（2016年）」が、2016年度の事業計画の本体になります。 

2016年度の「3か年計画（2016年〜2018年）」と「単年度計画（2016年）」について、II-3、II-4に示し

ます。 

 

4．2016年度事業計画の実施と見直し 

2016年度の事業は、前述の「単年度計画（2016年）」に従って計画的に実施されます。しかしながら、事

業を遂行していくと、往々にして計画通り事業が進まない事態が発生します。そこで、事業の遂行と合わせ

て、今年度事業計画、実施した内容、明らかになった問題点、問題解決のための具体策を「PDCA活動報告」

にまとめ、PDCAのサイクルを回していきます。 

この「PDCA活動報告」に記述された問題解決の具体策などを受けて、2016年度中に「SICE中期事業計

画（2015～2019年）」の実施状況を見直して、第三次5か年計画「SICE中期事業計画（2017～2021年）」

を策定します。 

またこの「PDCA活動報告」に記述された問題解決の具体策は、2016年度中に策定する2017年度の「3

か年計画（2017年〜2019年）」と「単年度計画（2017年）」にも反映させていきます。 

 

5．2016年度事業計画の特記事項 

2016年度事業計画の特記事項を、「SICE中期事業計画（2015～2019年）」に定められた「4つの柱」ごと

に示します。 

 

●プレゼンス： 

現在、特に産業界において、CPS（Cyber Physical Systems)、IoT(Internet of Things)、SoS(System of 

Systems）といったキーワードが盛んに議論され、並行して Industrie4.0や Industrial Internetなど標準

化に関係した活動も活発になっています。そのような中で、政府の総合科学技術・イノベーション会議が

策定を進めている第5期科学基本計画にも、「新たな価値を生み出すシステム化と統合」「超スマート社会

の実現に向けた共通基盤技術の強化」などの方向性が掲げられています。 

もとより、この超スマート社会の実現には、ITの活用だけではなく、実世界との界面（計測と制御）を

きちんと扱い、計測・制御と情報科学の研究者が車の両輪として活動していくことが重要であることを発

信するために、2015年9月の理事会において、「超スマート社会共創ワーキンググループ」を戦略広報渉



 

外委員会の下に設置し、2015年11月には、第5期科学基本計画素案に対するパブリックコメンントの募

集にSICEとしての意見を提示しました。引き続き2016年度も、シンポジウムの開催やAnnual 

Conference、部門大会などでの特別セッションの開催、会誌や論文集での特集号の企画などを行い、SICE

としての情報発信を計測していきます。 

●サービス、組織運営： 

2015年7月の理事会において、「財務構造改善緊急タスクフォース」を企画委員会の下に設置し、経費

削減施策、収益拡大施策についてそれぞれ検討しました。2016年度は、その検討結果に従って、（事務局

職員の処遇の見直しを含む）経費の削減、会誌や論文誌、Annual Conferenceや部門大会など会員サービ

スに直接かかわる事業の収益改善の施策を粛々と実施していきます。 

●国際性： 

引き続き重要な活動としてSICEの国際化を継続していきます。2015年度に中国杭州で開催した

Annual Conferenceの成功を受け、2020年を念頭にAnnual Conferenceの次回海外開催の実現に向けた

検討を開始します。また、日本学術会議 IFAC分科会に協力しながら進めている2023年の IFAC世界大

会の日本誘致活動、SICE IMEKO委員会が中心となって進めている2021年の IMEKO世界大会の日本

誘致活動を2016年度も継続させ、これらの招致の実現を目指します。 

 

 

 

 



 

Ⅱ．2016年度事業計画 
 

 

 

1．SICE中期事業計画（2015～2019年） 
2014年度に策定された「SICE中期事業計画（2015～2019年）」を4ページ以下に示します。 
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2．中期目標達成の具体策と担当組織 

SICE 中期事業計画（2015～2019 年）を 4 つの柱ごとにブレークダウンし、それぞれの具

体策について担当する委員会、部門、支部を規定した「中期目標達成の具体策」を以下に示

します。 

 

●プレゼンス（社会に向けて） 企画委員会 2015-01-19 版 

 中期事業計画 具体策 担当 

中期

目標 

プレゼンス（社会に向けて）： 

計測・制御・システムに関する学術及

び技術の進歩発達をはかり、文化の向

上並びに産業の発展に寄与する。その

ために、国内外の若手人材を育成し国

際的に卓越した成果を生産／提供し

続ける場を構築するとともに、学融

合・分野横断を推進し新たな価値を創

造する。また、社会へのサービスを拡

充するとともに、社会的な重要課題の

抽出や解決に資する取り組みを充実

する。 

定常事業 

① 日本学術会議・横幹連合・日本工

学会・JEMIMA 等、現在連携して

いる国内外の産・学・協会との連

携を維持・継続し、SICE のプレゼ

ンスを維持・向上する。 

② SICE が新たな価値を創造するた

めに有効な、新たな産・学・協会

との連携を、国内外を問わずに継

続的・戦略的に構築する。 

③ AC、部門・支部大会などのイベン

トの開催を継続・拡大し、国内外

に卓越した成果を発表する場を提

供し続ける。（プレゼンス・サービ

ス共通） 

④ 技術者教育－資格認定－キャリア

形成の連鎖を一気通貫で提供する

教育システム・教科書等の構築を

戦略的に継続し、会員への提供価

値を維持・向上する。 

 

事推連 

戦略広報 

国際委 

 

 

事推連 

 戦略広報 

国際委 

 

AC 委 

部門協 

支部協 

 

 

教育認定委 

会誌出版委 

 

 

 

19 年

度末

のあ

るべ

き姿 

"SICE"が全理工学系学会の中で、きわ

だった学際性と、専門性に裏打ちされ

た課題抽出・解決力を持つ学会として

知られている。 新規事業 

① 次世代の SICE の活動の柱になる

ような社会的な重要課題の抽出や

社会へのサービスを拡充する戦略

を構築し、国家プロジェクト等を

主導することにより学融合を励起

して、新しい価値を創造する。 

② 海外（特にアジア）の人材育成に

貢献する具体策を検討する。（プレ

ゼンス・国際性共通） 

③ 計測・制御・システムの学術・技

術の普及と、SICE の活動の広報を

行う戦略を策定し、実施する。 

④ SICE 会員の持つ知見を活用した、

学→産、産→学の教育・コンサル・

イベント等を企画し、実行に移す。

（プレゼンス･サービス共通） 

 

 

 

企画委 

 戦略広報 

 事推連 

  部門協 

 

 

企画委 

国際委 

教育認定委 

企画委 

戦略広報 

 

企画委 

 会員サービス 

  事推連 

  部門協 

  支部協 

 教育認定委 

中期

目標

のポ

イン

ト 

① 国内外の人材を育成する。 

② 国内外に、卓越した成果を発表す

る場を提供する。 

③ 学融合・分野横断を推進し、新た

な価値を創造する。 

④ 社会へのサービスを拡充するとと

もに、社会的な重要課題の抽出や

解決に努める。 

⑤ 国家プロジェクト等に参加し、

国・社会に対し貢献する。 

⑥ 企業エンジニア向け教育、企業向

けコンサル、イベントの提供等を

通じて産業界に対し貢献する。 

⑦ 大学（学部授業）向け企業教育の

提供等を通じて教育界に対し貢献

する。 

⑧ 当学会が計測・制御・システムの

中核をなすために効果的な広報活

動を行う。 

各部門、支部は部門協、支部協に含む 

  



●サービス（会員に向けて） 企画委員会 2015-01-19 版 

 中期事業計画 具体策 担当 

中期

目標 

サービス（会員に向けて）： 

会員の多様なニーズに迅速かつ的確

に応え、会員であることの「確かな価

値」を実感できるようなサービスを提

供する。計測・制御・システムに関わ

る会員の分野横断的な活躍を支える

ために、専門性深化と知的創造、情報

の発信と交換、学術体系化、産官学／

異業種間の連携推進などを実現でき

る、快適な場／効率的な手段を提供す

る。 

定常事業 

① 魅力ある会誌・論文集・刊行物・

web コンテンツの発行・充実・向

上を継続し、会員への最先端情報

の提供や成果発表の場を提供し続

ける。 

② AC、部門・支部大会などのイベン

トの開催を継続・拡大し、国内外

に卓越した成果を発表する場を提

供し続ける。（プレゼンス・サービ

ス共通） 

③ 賛助会員の実施するセミナーの協

賛や、集客協力など進め、賛助会

員への提供価値を維持・向上する。 

④ 各種学会賞の権威を維持しながら

賞の贈呈を継続し、会員の社会的

地位･価値の向上に資する。 

⑤ 次世代の部門・部会・研究会の立

上げや、部門・支部の連携強化・

活性化を継続し、中長期的社会的

ニーズに応える網羅的部門活動を

展開する。 

⑥ 地理的特殊性にも即した支部開催

の事業等を推進し、地域における

プレゼンス・サービスを向上する 

 

会誌出版委 

論文集委 

会員サービス 

 

 

AC 委 

部門協 

支部協 

 

 

会員サービス 

 

 

学会賞委 

部門協 

支部協 

部門協 

支部協 

 

 

 

支部協 

 

 

19 年

度末

のあ

るべ

き姿 

"SICE"が、分野／世代を超えて、共に

学び、自己研鑽し、新しい発見や価値

創造につながる、会員にとって最も楽

しく、快適な”場”を提供している。 

新規事業 

① 会員への価値提供を維持し、会員

を繋ぎ止め、新たな会員を勧誘で

きる魅力あるサービスを継続的・

戦略的に立案・実行し、会員を増

強する。（サービス・組織運営共通） 

② SICE 会員の持つ知見を活用した、

学→産、産→学の教育・コンサル・

イベント等を企画し、実行に移す。

（プレゼンス･サービス共通） 

 

 

 

 

企画委 

総務委 

 事務局 

会員サービス 

 

企画委 

 会員サービス 

  事推連 

  部門協 

  支部協 

 教育認定委 

 

中期

目標

のポ

イン

ト 

① 計測・制御・システムに関わる最

先端の情報を提供する。 

② 計測・制御・システムに関わる成

果発表の場を提供する。 

③ 計測・制御・システムに関わる会

員の交流の場を提供する。 

④ 計測・制御・システムに関わる会

員・賛助会員の日常活動の支援を

行う。 

⑤ 会員の社会的地位・価値の向上に

資する。 

⑥ 賛助会員・会員に対して国家プロ

ジェクトへの参画の機会を提供す

る。 

⑦ 企業会員・賛助会員に対して、企

業エンジニア向け教育、企業向け

コンサル、イベント等を提供する。 

⑧ 大学（教員）会員に対して、大学

（学部授業）向け企業教育の提供

等を提供する。 

各部門、支部は部門協、支部協に含む 

  



●国際性（世界に向けて） 企画委員会 2015-01-19 版 

 中期事業計画 具体策 担当 

中期

目標 

国際性（世界に向けて）： 

国際的な発信力、提案力を強化する。

特に、Annual Conference や英文論文

誌を中心にアジアにおける計測・制

御・システム分野の中核学会として当

該分野の研究者・技術者の議論の場を

提供するとともに、教育・人材育成に

貢献する。標準化の分野で国際的なイ

ニシアチブを目指し、国際標準の提案

を行う。主要国際会議における SICE

の関与の比率を高め、当該分野の発展

に貢献する。 

定常事業 

① 英文論文集を国際データベースに

登録したり、海外の主要大学図書

館に頒布したりするなどして、英

文論文集の国際的発信力を強化す

る。 

② 現状関係を持っている国際学会と

の関係を維持・継続し、学会の国

際性を維持・向上する。 

③ SICE がさらに国際性を高めるた

めに有効な、新たな国際学会との

関係を継続的・戦略的に構築する。 

④ SICE の活動領域に関連する日本

の優れた技術・製品の海外普及を

推進し、国際産業力強化を目的と

した国際標準化活動の支援を継続

する。 

 

論文集委 

国際委 

 

 

 

国際委 

 

 

国際委 

 

 

国際標準化委 

 

 

 

 

19 年

度末

のあ

るべ

き姿 

"SICE"の名が、アジア地域で、計測・

制御・システムの学界でのトップブラ

ンドになっている。 新規事業 

① 国際会員へ提供する価値を確認・

強化し、新たな国際会員を勧誘で

きる魅力あるサービスを継続的・

戦略的に立案・実行し、国際会員

を増強する。 

② 海外（特にアジア）の人材育成に

貢献する具体策を検討する（プレ

ゼンス・国際性共通） 

③ インパクトファクターを英文論文

誌が獲得し、その値を増すことを

目指す。 

④ 英文 HP の充実を実現する具体策

を検討し、実行に移す。 

⑤ 特にアジア地区で開催予定の他学

会のコンフェランスを戦略的・重

点的に支援し、それらの学会での

SICE の国際的プレゼンスを向上

させる。 

 

企画委 

国際委 

会員サービス 

 

 

企画委 

国際委 

教育認定委 

論文集委 

 

 

会員サービス 

国際委 

企画委 

国際委 

 

 

 

中期

目標

のポ

イン

ト 

① 学会・会員の国際的な地位および

知名度の向上を行う。 

② 国際会員を増加させる。 

③ AC や英文論文誌を通じて国際的

な議論の場を提供する。 

④ アジア地域の人財育成に貢献す

る。 

⑤ 国際標準の提案などを通じ、標準

化の分野で国際的なイニシアチブ

をとることを目指す。 

⑥ 全世界の関連学協会・団体・研究

者との国際交流を強化し、主要国

際会議における SICE の関与の比

率を高め、当該分野の発展に貢献

する。 

各部門、支部は部門協、支部協に含む 

  



●組織運営（世界に向けて） 企画委員会 2015-01-19 版 

 中期事業計画 具体策 担当 

中期

目標 

組織運営（組織と財務基盤）： 

学会内外での縦横断的な組織連携の

一層の強化と、迅速な決定プロセスを

実現するための組織運営の効率化を

図る。 

また、各組織の中期目標の実現を目指

すため、会員サービスの一層の充実を

中心に据えた計画的な予算設計と予

実管理によって財務の健全化を実現

する。 

定常事業 

① 各組織の活動計画実施状況をレビ

ューし、PDCAを回しながら活動

計画を見直すことにより、中期ビ

ジョンが達成できる組織運営を行

う。 

② 学会内業務の規程・標準の策定・

改訂を継続・強化し、責任所掌が

明確で厳正な業務プロセスの構

築・維持を継続する。 

③ 既成事実にとらわれない自由な発

想で IT インフラの維持・改善を継

続し、学会内外の各種手続きの効

率化を進め、合わせて電子情報の

管理監督基準の策定を進める。 

④ 事務局の職務要件定義と教育計画

を策定し、職員の資質向上（マネ

ジメントスキル・語学スキル）に

努める。 

 

企画委 

 全委員会 

 

 

 

総務委 

 事務局 

 

 

企画委 

総務委 

 事務局 

 

 

総務委 

 事務局 

 

 

19 年

度末

のあ

るべ

き姿 

“SICE”が、事業・制度・財務のすべて

において、先進的な取組みを積極的に

行い、持続的に成長する公益社団法人

学術団体として信頼を得ている。 

新規事業 

① 会員への価値提供を維持し、会員

を繋ぎ止め、新たな会員を勧誘で

きる魅力あるサービスを継続的・

戦略的に立案・実行し、会員を増

強する。（サービス・組織運営共通） 

② 現状の委員会や部門組織等を、学

会内外で求められる機能と役割で

継続的に見直し、産業界との連携

拡大や中期ビジョンの達成が迅

速・確実にできるような組織を実

現する。 

③ 予算策定や予実績管理の仕組みの

継続的な改善を通じて、予算執行

管理の効率化と高精度化を進め、

財務状態の健全性の確保と維持に

努める。 

④ SICE を有効に評価できるベンチ

マーク指標を検討・採用し 4 つの

柱の達成度の可視化を行う。 

 

企画委 

総務委 

 事務局 

会員サービス 

 

企画委 

総務委 

 事務局 

 

 

 

財務委 

 全委員会 

 事務局 

 

 

企画委 

 事務局 

 

中期

目標

のポ

イン

ト 

① 会員数を 7000 人台に回復させる。 

② 組織構造・業務プロセスを効率化

し、迅速な意思決定を実現する。 

③ 計画的な予算策定と予実績管理の

徹底を行い、会員サービスの一層

の充実を中心に据えた、発展的で

健全な財務体質を実現する。 

④ より厳正な業務プロセスを実現

し、学会内業務の標準化と責任所

掌の明確化を図る。 

⑤ IT 化の徹底推進を行い、学会内外

の業務や各種手続きを効率化す

る。 

⑥ 将来の国際化を鑑みて、業務プロ

セスへの英文導入を試行する。 

⑦ 事務局職員の資質向上のために職

員教育を充実させる。 

⑧ 産業界との連携拡大をはじめとす

る学会内外での縦横断的な組織連

携の一層の強化を行う。 

⑨ 学会を評価するベンチマーク指標

として、会員数、会員満足度指標、

国際会員数、国際会議参加実績、

英文論文誌のインパクトファクタ

ー獲得・向上などを定め、プレゼ

ンス・サービス･国際性の充実の可

視化を行う。 

各部門、支部は部門協、支部協に含む 

 



 

3．3か年計画（2016年〜2018年） 

「中期目標達成の具体策」に従って、各委員会、部門、支部が策定した「3か年計画（2016

年〜2018年）」を次ページ以下に示します。 

 

番号 組織名 担当理事、部門長、支部長 

01 総務委員会 倉林委員長、石原副委員長 

02 財務委員会 小泉委員長、長谷川副委員長 

03 企画委員会 前田委員長、倉林副委員長 

04 学会賞委員会 杉江委員長 

10 会誌出版委員会 高野委員長、奈良副委員長 

11 論文集委員会 
水野委員長、 

高橋（桂）副委員長（英）、浅井福委員長（和） 

12 Annual Conference（AC）委員会 鈴木委員長 

13 国際委員会 福原委員長、増田副委員長 

14 国際標準化委員会 前田委員長 

15 事業推進連携委員会 清水委員長、綛田副委員長 

16 教育･認定委員会 加納委員長 

17 会員サービス委員会 植木委員長、黒川副委員長 

18 戦略広報渉外委員会 谷川委員長、前田副委員長 

30 部門協議会 牧川議長、笹谷副議長 

31 計測部門 田中（敏）部門長 

32 制御部門 三平部門長 

33 システム・情報部門 玉置部門長 

34 システムインテグレーション部門 中内部門長 

35 産業応用部門 高柳部門長 

36 ライフエンジニアリング部門 山本部門長 

50 支部協議会 河村議長、佐野副議長 

51 北海道支部 山本支部長 

52 東北支部 高橋（隆）支部長 

53 中部支部 鵜飼支部長 

54 北陸支部 田中支部長 

55 関西支部 井前支部長 

56 中国支部 クルモフ支部長 

57 四国支部 竹田支部長 

58 九州支部 原田支部長 
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4．単年度計画（2016年） 

「中期目標達成の具体策」に従って、各委員会、部門、支部が策定した「単年度計画（2016

年）」を次ページ以下に示します。 

 

番号 組織名 担当理事、部門長、支部長 

01 総務委員会 倉林委員長、石原副委員長 

02 財務委員会 小泉委員長、長谷川副委員長 

03 企画委員会 前田委員長、倉林副委員長 

04 学会賞委員会 杉江委員長 

10 会誌出版委員会 高野委員長、奈良副委員長 

11 論文集委員会 
水野委員長、 

高橋（桂）副委員長（英）、浅井福委員長（和） 

12 Annual Conference（AC）委員会 鈴木委員長 

13 国際委員会 福原委員長、増田副委員長 

14 国際標準化委員会 前田委員長 

15 事業推進連携委員会 清水委員長、綛田副委員長 

16 教育･認定委員会 加納委員長 

17 会員サービス委員会 植木委員長、黒川副委員長 

18 戦略広報渉外委員会 谷川委員長、前田副委員長 

30 部門協議会 牧川議長、笹谷副議長 

31 計測部門 田中（敏）部門長 

32 制御部門 三平部門長 

33 システム・情報部門 玉置部門長 

34 システムインテグレーション部門 中内部門長 

35 産業応用部門 高柳部門長 

36 ライフエンジニアリング部門 山本部門長 

50 支部協議会 河村議長、佐野副議長 

51 北海道支部 山本支部長 

52 東北支部 高橋（隆）支部長 

53 中部支部 鵜飼支部長 

54 北陸支部 田中支部長 

55 関西支部 井前支部長 

56 中国支部 クルモフ支部長 

57 四国支部 竹田支部長 

58 九州支部 原田支部長 
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